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ＪＡＦＡ 指導者育成プログラム

背景 : 
(1) 重大事故を防止する--- 安全に配慮した標準的な指導方法を確立する必要がある。

(2) ユースレベルのフットボール普及 --- 大人のフットボールとは違ったアプローチ必要

(3) 競技人口の拡大 --- より多くのコーチを育成する必要がある

目的 : 
(a) 公認指導者育成プログラムの確立・・・日本体育協会公認指導者制度

(b) レベル１の資格を保有するコーチを増やす

スケジュール：

レベル１プログラムを2010年度開始。レベル２プログラムは2012年度開始予定。

2010年度は、７月、２月に講習会を開催予定。

代表チームマネジメント

国際試合

チームマネジメント

オフェンス・パッケージ

ディフェンス・パッケージ

キッキングゲーム・パッケージ

選手の安全に留意した指導

ファンダメンタルズの指導

安全対策

ルール・審判

代表チームコーチヘッドコーチ

コーディネーター

アシスタントコーチ

レベル３：強化コーチレベル２：コーチレベル１：指導員



レベル１：公認アメリカンフットボール指導員
公認アメリカンフットボール指導員資格名

資格登録有効期限4年間のうちに、最低1回は（社）日本アメリカンフットボール協会が定める
研修または（財）日本体育協会（または都道府県体協）が実施する研修を受講しなければな
らない。

（社）日本アメリカンフットボール協会が定める研修会の講師を務めた場合はその受講認定
を受けるものとする。

更新のための義務研
修

（社）日本アメリカンフットボール協会が作成、出題し、判定試験を行う。検定試験の作成と実
施方法

カリキュラム（42時間）に基づき、都道府県アメリカンフットボール協会を主管として集合講習
会を開催する。実際の実施計画については都道府県アメリカンフットボール協会と都道府県
体育協会との相談の上、（財）日本体育協会と（社）日本アメリカンフットボール協会の承認を
得て実施する。

講習会の実施方法

共通科目：３５h（通信講座） 受講料¥21,000
専門課程：４2h（集合・通信講座） 受講料¥14,700

カリキュラム

受講年度の4月1日時点で満18歳以上の者で下記の条件を満たす者（社）日本アメリカンフッ
トボール協会加盟団体に所属すること、または個人登録者であること。Eメールにより連絡が
とれる環境を有する者。（情報共有の為）

受講条件

アシスタントコーチとして、各ポジションに必要なスキルおよびファンダメンタルズの指導を担
う。特に、初心者ならびに若年層の指導においては、選手とのコミュニケーションを大切にし、
選手の年齢、体力、熟練度に応じて、選手の安全に配慮し、選手個人の上達を主眼とした指
導を担う。

役割

競技者の年齢を問わず、初心者から中級者に対して、安全に配慮した基礎的礎的実技（ファ
ンダメンタルズ）の指導にあたる指導者を養成する。

また、フラッグフットボール、タッチフットボールの指導方法についても習得することとする。

養成目的



公認アメフットフットボール指導員 養成講座



講習会カリキュラム

ｽﾍﾟｼｬﾙﾁｰﾑの
ﾁｰﾑﾄﾞﾘﾙ

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾄﾞﾘﾙ

ﾁｰﾑﾄﾞﾘﾙ

ｸｰﾙﾀﾞｳﾝ

WR・TE
ｽﾀﾝｽ、ｽﾀｰﾄ

ﾊﾟｽﾙｰﾄ

ｽﾄｰｸﾌﾞﾛｯｸ

ﾀｯｸﾘﾝｸﾞ
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【Ｅ－２】

ルール

審判

ｷｯｸｵﾌｷｯｶｰ

ﾊﾟﾝﾄﾘﾀｰﾅｰ

ｷｯｸｵﾌﾘﾀｰﾅｰ

ＤＢ

ﾊﾞｯｸﾍﾟﾀﾞﾙ

ﾏﾝｶﾊﾞﾚｯｼﾞ

ﾗﾝﾌｫｰｽ

QB
ｽﾀﾝｽ、ｽﾅｯﾌﾟ

ﾊﾝﾄﾞｵﾌ、ﾄﾞﾛｯﾌﾟ

ﾎﾞｰﾙｽﾛｰ

ﾎﾞｰﾙｷｬｯﾁ
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ﾌﾟﾚｲｽｷｯｶｰ

FG・PAT
ｼｮｰﾄｽﾅｯﾊﾟｰ

ﾎﾙﾀﾞｰ

LB
ﾌﾞﾛｯｸ・ﾃﾞｨﾌｨｰﾄ
ﾊﾟｽﾗｯｼｭ

ﾊﾟｽｶﾊﾞﾚｯｼﾞ

RB
ｽﾀﾝｽ、ﾊﾝﾄﾞｵﾌ

ﾘｰﾄﾞﾌﾞﾛｯｸ

ﾊﾟｽﾙｰﾄ

ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟ

2

【Ｅ－１】

安全対策

ｽﾍﾟｼｬﾙﾁｰﾑ概要

ﾊﾟﾝﾀｰ

ﾛﾝｸﾞｽﾅｯﾊﾟｰ

ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ概要

DL
ﾌﾞﾛｯｸ・ﾃﾞｨﾌｨｰﾄ

ﾊﾟｽﾗｯｼｭ

OL・TE
ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ｱﾝｸﾞﾙ
ﾌｯｸ、ﾊﾟｽﾌﾞﾛｯｸ

練習計画

1

EDCBA



教科書：Coaches Handbook

Coaches Handbook

USA Footballがユースのコーチ（45万人）を対象として編集した教科書

NFL及びNFL選手会が、USA Footballを全面的にバックアップ

USA FootballのE-Learning（usafootball.com）と連動

選手の年齢・成長と共に戦略・戦術は変わっても、ファンダメンタルズは不変

ユース（小中学生）を対象として執筆されたものだが、最新の指導方法を採用

頭部や頚椎の外傷を防止するために、フットボールの指導方法が大きく変化

タックリングに関しては、1970年代の指導方法と大きく変わっている

キーワードは“Head Up Football”



教科書：Coaches Handbook

第１章 練習の組立て（練習計画の立案、シーズン前の練習計画、シーズン中の練習計画）

第２章 チームのウォームアップ（ジャンピングジャック、ダイナミックストレッチ、カウンティフェア）

第３章 全ての選手に共通のドリル（キャッチング、タックリング）

第４章 オフェンスの個人ドリル（OL・TEのブロッキング、RB、QB、WR・TEのレシービング）

第５章 ディフェンスの個人ドリル（DL、LB、DB）

第６章 スペシャルチームの個人ドリル（ﾊﾟﾝﾀｰ、ﾛﾝｸﾞｽﾅｯﾊﾟｰ、ﾌﾟﾚｰｽｷｯｶｰ、ｼｮｰﾄｽﾅｯﾊﾟｰ、

ﾎﾙﾀﾞｰ、ｷｯｸｵﾌｷｯｶｰ、ﾊﾟﾝﾄﾘﾀｰﾅｰ、ｷｯｸｵﾌﾘﾀｰﾅｰ）

第７章 グループドリル（ｲﾝｻｲﾄﾞﾄﾞﾘﾙ、1対1のﾊﾟｽ、ﾗｯｼｭとﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝ、ｽｹﾙﾄﾝ）

第８章 チームドリル（ｵﾌｪﾝｽのﾌﾟﾚｲﾄﾞﾘﾙ、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽのﾌﾟﾚｲﾄﾞﾘﾙ）

第９章 スペシャルチームのチームドリル（ﾊﾟﾝﾄｶﾊﾞﾚｯｼﾞ、ﾊﾟﾝﾄﾘﾀｰﾝ、FG・PATﾁｰﾑ、

FG・PATﾌﾞﾛｯｸｷｯｸｵﾌｶﾊﾞﾚｯｼﾞ、ｷｯｸｵﾌﾘﾀｰﾝ）

第１０章 チームで行うｸｰﾙダウン（ｵﾌｪﾝｽのｸｰﾙﾀﾞｳﾝ、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽのﾊﾟｼｭｰﾄ、ｲﾝﾀｰｾﾌﾟｼｮﾝ）



第１章 練習の組立



第２章 チームのウォーミングアップ



第３章 全ての選手に共通のドリル



第３章 全ての選手に共通のドリル



第４章 オフェンスの個人ドリル



第５章 ﾃﾞｨﾌｪﾝｽの個人ドリル



第６章 スペシャルチームの個人ドリル



第６章 スペシャルチームの個人ドリル



第７章 グループドリル



第８章 チームドリル



第９章 スペシャルチームのチームドリル



第１０章 チームで行うクールﾀﾞｳﾝ



インストラクター研修

日程：2010年1月11日～18日 場所：フロリダ州オーランド
講師：Tom Bass（Coaches Handbook著者）、Larry Canard（ユースフットボールコーチ）


